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(57)【要約】
【課題】毛髪に塗布する際の伸ばしやすさに優れ、高温安定性及び低温安定性を確保した
毛髪化粧料を提供する。
【解決手段】（Ａ）プロピレングリコール、ブチレングリコール、ペンタンジオール、及
びヘキシレングリコールから選ばれる多価アルコール、（Ｂ）糖アルコール、（Ｃ）第４
級アンモニウム塩又はアルコキシプロピルジメチルアミン、及び（Ｄ）炭素数１４～２４
のアルコールを含有する毛髪化粧料であって、上記（Ａ）成分の含有量が毛髪化粧料中５
～１０質量％であり、上記（Ａ）成分と（Ｂ）成分の合計量が毛髪化粧料中１０質量％を
超え４０質量％以下である毛髪化粧料。
【選択図】なし



(2) JP 2009-13117 A 2009.1.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）プロピレングリコール、ブチレングリコール、ペンタンジオール、及びヘキシレ
ングリコールから選ばれる多価アルコール、（Ｂ）糖アルコール、（Ｃ）第４級アンモニ
ウム塩又はアルコキシプロピルジメチルアミン、及び（Ｄ）炭素数１４～２４のアルコー
ルを含有する毛髪化粧料であって、上記（Ａ）成分の含有量が毛髪化粧料中５～１０質量
％であり、上記（Ａ）成分と（Ｂ）成分の合計量が毛髪化粧料中１０質量％を超え４０質
量％以下である毛髪化粧料。
【請求項２】
　（Ｂ）成分が、ソルビトール、マンニトール、及びガラクチトールから選ばれる１種又
は２種以上であり、（Ｃ）成分が、塩化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリル
トリメチルアンモニウム、塩化アラキルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチ
ルアンモニウム、ヘキサデシロキシプロピルジメチルアミン、ステアロキシプロピルジメ
チルアミン、アラキロキシプロピルジメチルアミン、及びベヘニロキシプロピルジメチル
アミンから選ばれる１種又は２種以上であり、（Ｄ）成分が、セチルアルコール、ステア
リルアルコール、アラキルアルコール、及びベヘニルアルコールから選ばれる１種又は２
種以上である請求項１記載の毛髪化粧料。
【請求項３】
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分との質量比（Ａ）／（Ｂ）が、１／７～７／１である請求項１
又は２記載の毛髪化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は毛髪化粧料に関するものであり、さらに詳細には、毛髪化粧料の伸ばしやすさ
に優れ、かつ高温安定性及び低温安定性に優れた毛髪化粧料に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、洗髪後の仕上がり感を向上させる目的で、シャンプー後にリンスやコンディ
ショナー、トリートメントを使用するのが一般的であり、それに対応した毛髪化粧料の技
術が数多く開発されている。
【０００３】
　上記技術として、仕上り感触を向上させるためにカチオン性界面活性剤とポリオールと
高級アルコールとを含む毛髪化粧料（特許文献１：特開２００６－２２５３０７号公報、
特許文献２：特開２００６－１６３２５号公報、特許文献３：特開２００６－８３１３０
号公報参照）が提案されている。しかしながら、これらの技術は、毛髪化粧料を毛髪に塗
布する際の伸ばしやすさ、毛髪化粧料の高温安定性や低温安定性が十分ではなかった。ま
た、それを改善するための検討は十分なされていなかった。
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２２５３０７号公報
【特許文献２】特開２００６－１６３２５号公報
【特許文献３】特開２００６－８３１３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みなされたもので、毛髪に塗布する際の伸ばしやすさに優れ、高
温安定性及び低温安定性を確保した毛髪化粧料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、毛髪化粧料が毛髪に塗布する際の伸ばしやすさと、毛髪化粧料の高温及
び低温安定性、つまり高温及び低温保存時に粘度上昇することを抑制することは両立でき
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ないことを見出し、これを解決するために、（Ａ）プロピレングリコール、ブチレングリ
コール、ペンタンジオール、及びヘキシレングリコールから選ばれる多価アルコール、（
Ｂ）糖アルコール、（Ｃ）第４級アンモニウム塩又はアルコキシプロピルジメチルアミン
、及び（Ｄ）炭素数１４～２４のアルコールを併用し、かつ上記（Ａ）成分の含有量を５
～１０質量％、上記（Ａ）成分と（Ｂ）成分の合計含有量を、１０質量％を超え４０質量
％以下にすることで、毛髪化粧料を毛髪に塗布する際の伸ばしやすさと、高温及び低温保
存時の粘度上昇を抑制し、毛髪化粧料の高温安定性及び低温安定性との両立が可能となる
ことを知見し、本発明をなすに至ったものである。高温及び低温保存時に粘度上昇すると
、容器からの排出性が悪くなることから、本発明は高温及び低温保存後の毛髪化粧料の容
器からの排出性を改善することができる。
【０００７】
　従って、本発明は、
［１］．（Ａ）プロピレングリコール、ブチレングリコール、ペンタンジオール、及びヘ
キシレングリコールから選ばれる多価アルコール、（Ｂ）糖アルコール、（Ｃ）第４級ア
ンモニウム塩又はアルコキシプロピルジメチルアミン、及び（Ｄ）炭素数１４～２４のア
ルコールを含有する毛髪化粧料であって、上記（Ａ）成分の含有量が毛髪化粧料中５～１
０質量％であり、上記（Ａ）成分と（Ｂ）成分の合計量が毛髪化粧料中１０質量％を超え
４０質量％以下である毛髪化粧料、
［２］．（Ｂ）成分が、ソルビトール、マンニトール、及びガラクチトールから選ばれる
１種又は２種以上であり、（Ｃ）成分が、塩化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステ
アリルトリメチルアンモニウム、塩化アラキルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルト
リメチルアンモニウム、ヘキサデシロキシプロピルジメチルアミン、ステアロキシプロピ
ルジメチルアミン、アラキロキシプロピルジメチルアミン、及びベヘニロキシプロピルジ
メチルアミンから選ばれる１種又は２種以上であり、（Ｄ）成分が、セチルアルコール、
ステアリルアルコール、アラキルアルコール、及びベヘニルアルコールから選ばれる１種
又は２種以上である［１］記載の毛髪化粧料、
［３］．（Ａ）成分と（Ｂ）成分との質量比（Ａ）／（Ｂ）が、１／７～７／１である［
１］又は［２］記載の毛髪化粧料を提供する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、毛髪に塗布する際の伸ばしやすさに優れ、かつ高温安定性及び低温安
定性を確保した毛髪化粧料を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の（Ａ）成分は、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ペンタンジオー
ル、及びヘキシレングリコールから選ばれる多価アルコールであり、１種単独で又は２種
以上を適宜組み合わせて用いることができる。具体的には、プロピレングリコール、１，
３－ブチレングリコール、１，２－ペンタンジオール、ヘキシレングリコールが好ましく
、プロピレングリコール、１，３－ブチレングリコールがより好ましい。
【００１０】
　本発明の（Ｂ）成分は糖アルコールであり、１種単独で又は２種以上を適宜組み合わせ
て用いることができる。糖アルコールとしては、エリスリトール、アラビトール、キシリ
トール、ガラクチトール、リビトール、ソルビトール、マンニトール等が好ましく、ソル
ビトール、マンニトール、ガラクチトールがより好ましく、ソルビトールがさらに好まし
い。
【００１１】
　（Ａ）成分の含有量は、毛髪化粧料中５～１０質量％であり、この範囲外だと、目的と
する毛髪に塗布する際の伸ばしやすさ、高温安定性及び低温安定性に優れるという効果を
得ることができず、５～８質量％が好ましい。また、（Ａ）成分と（Ｂ）成分の合計含有
量は毛髪化粧料中１０質量％を超え４０質量％以下であり、１０質量％以下では、毛髪化
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粧料の伸びが悪く、高温安定性に劣り、４０質量％を超えると、毛髪化粧料の伸び、高温
安定性、及び低温安定性に劣る。この合計含有量は、１０質量％を超え３０質量％以下が
好ましく、１０質量％を超え２５質量％以下がより好ましい。
【００１２】
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分との質量比（Ａ）／（Ｂ）は特に制限されないが、１／７～７
／１が好ましく、より好ましくは１／５～５／１であり、さらに好ましくは１／３～３／
１である。
【００１３】
　本発明の（Ｃ）成分は、第４級アンモニウム塩又はアルコキシプロピルジメチルアミン
であり、１種単独で又は２種以上を適宜組み合わせて用いることができ、第４級アンモニ
ウム塩及びアルコキシプロピルジメチルアミンを併用することもできる。第４級アンモニ
ウム塩としては、炭素数１４～２４の直鎖アルキル基を有する第４級アンモニウム塩、炭
素数１４～２４の直鎖アルキルトリメチル第４級アンモニウム塩が好ましく、より具体的
には、塩化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩
化アラキルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム等が好ましい
。
【００１４】
　第４級アンモニウム塩の中和塩は、具体的には塩酸塩、臭酸塩、硫酸塩、リン酸塩等の
無機酸塩、酢酸塩、酒石酸塩、クエン酸塩、ｐ－トルエンスルホン酸塩、肪酸塩、グリコ
ール酸塩、分子内にカルボキシル基を有するアミノ酸塩、Ｌ－又はＤＬ－ピロリドンカル
ボン酸塩、ピログルタミン酸塩等の有機酸塩等が挙げられる。
【００１５】
　アルコキシプロピルジメチルアミンとしては、炭素数１６～２２の直鎖アルコキシ基を
有する炭素数１６～２２の直鎖アルコキシプロピルジメチルアミンが好ましく、より具体
的には、ヘキサデシロキシプロピルジメチルアミン、ステアロキシプロピルジメチルアミ
ン、アラキロキシプロピルジメチルアミン、ベヘニロキシプロピルジメチルアミン等が好
ましい。
【００１６】
　（Ｃ）成分としては、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチ
ルアンモニウム、ステアロキシプロピルジメチルアミンが好適に用いられ、特に好ましく
は塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウムである
。
【００１７】
　（Ｃ）成分の含有量は特に制限されないが、毛髪化粧料中０．５質量％以上が好ましく
、より好ましくは０．５～１０質量％である。（Ｃ）成分の含有量が０．５質量％未満だ
と毛髪化粧料としての毛髪のコンディショニング効果を確保することができないおそれが
あり、１０質量％を超えて配合しても、毛髪化粧料としてのコンディショニング効果は頭
打ちになり不経済である。
【００１８】
　本発明の（Ｄ）成分は炭素数１４～２４のアルコールであり、炭素数１４～２４の直鎖
のアルコールが好ましく、１種単独で又は２種以上を適宜組み合わせて用いることができ
る。炭素数１４～２４のアルコールとしては、特に限定されないが、ミリスチルアルコー
ル、セチルアルコール（パルミチルアルコール）、ステアリルアルコール、アラキルアル
コール、ベヘニルアルコール等が好ましく、より好ましくは、セチルアルコール、ステア
リルアルコール、アラキルアルコール、ベヘニルアルコールである。
【００１９】
　（Ｄ）成分の含有量は特に制限されないが、毛髪化粧料中０．５質量％以上が好ましく
、より好ましくは０．５～２０質量である。（Ｄ）成分の含有量が０．５質量％未満だと
毛髪化粧料としての毛髪のコンディショニング効果を確保することができないおそれがあ
り、２０質量％を超えると乳化物の安定化を妨げるおそれがある。
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【００２０】
　本発明の毛髪化粧料には、シリコーン化合物又は有機酸を配合すると好適である。シリ
コーン化合物としては、ジメチルシリコーン、シクロメチコン、メチルフェニルポリシロ
キサン、メチコン、（ジメチコン／ビニルジメチコン）クロスポリマー、（ジメチコン／
フェニルジメチコン）クロスポリマー、（ステアロキシメチコン／ジメチコン）コポリマ
ー、（ジメチルシロキサン／メチルセチルオキシシロキサン）コポリマー、ステアロキシ
メチルポリシロキサン、セトキシメチルポリシロキサン、（ポリメタクリル酸メチル／ジ
メチルポリシロキサングラフトアクリル樹脂）コポリマー、ジメチコンプロピルＰＧベタ
イン、（ＰＥＧ／ＰＰＧ／ブチレン／ジメチコン）コポリマー、ジメチコンコポリオール
、ジメチコンコポリオールエチル、（ＰＥＧメチコン／オレイルＰＰＧメチコン／ジメチ
コン）コポリマー、（メチルＰＥＧプロピルメチコン／ジメチコン）コポリマー等の化合
物及びそれらの工業的混合物が挙げられる。その他、アミノ変性シリコーン、ポリエーテ
ル変性シリコーン、アルキル変性シリコーン等も好適に用いられる。
【００２１】
　アミノ変性シリコーンとしては、アモジメチコン（アミノエチルアミノプロピルシロキ
サン・ジメチルシロキサン共重合体）、（アミノエチルアミノプロピルメチコン／ジメチ
コン）コポリマー（アミノエチルアミノプロピルメチルシロキサン・ジメチルシロキサン
共重合体）、アミノプロピルジメチコン（高重合ジメチルシロキサン・メチル（アミノプ
ロピル）シロキサン共重合体）を用いることができる。中でもアモジメチコンが好ましい
。アモジメチコンの市販品（商品名で示す）としては、東レ・ダウコーニング社のアモジ
メチコンエマルションＳＭ８７０４Ｃ、ＳＭ８９０４、信越化学工業社のＫＦ－８００４
、ＫＦ－８６７Ｓ、ＫＦ－８８０等が挙げられる。（アミノエチルアミノプロピルメチコ
ン／ジメチコン）コポリマーの市販品としては、信越化学工業社のＫＦ－８００５、ＫＦ
－８０１５、ＫＦ－８６５等が挙げられる。アミノプロピルジメチコンの市販品としては
、信越化学工業社のＫＦ－８０１７、ＫＦ－８０１８、ＫＦ－８０２０等が挙げられる。
【００２２】
　ポリエーテル変性シリコーンとしては、シリコーンポリエーテルコポリマー、ポリエー
テル変性シリコーン等が挙げられる。シリコーンポリエーテルコポリマーの市販品として
は、東レダウコーニング社のＳＨ３７７１Ｍ、ＳＨ３７７２Ｍ、ＳＨ３７７３Ｍ、ＳＨ３
７７５Ｍ、ＳＨ３７４９、ＳＳ－２８０１、ＳＳ－２８０２、ＳＳ－２８０３、ＳＳ－２
８０４、ＳＳ－２８０５、信越化学工業社のＫＦ－３５１、ＫＦ－３５２、ＫＦ－３５３
、ＫＦ－３５４Ｌ、ＫＦ－３５５Ａ、ＫＦ－６１５Ａ、ＫＦ－９４５、ＫＦ－６１８、Ｋ
Ｆ－６０１１、ＫＦ－６０１５、ＫＦ－６００４等が挙げられる。
【００２３】
　アルキル変性シリコーンの市販品としては、信越化学工業社のＫＦ－４１２、ＫＦ－４
１３、ＫＦ－４１４やデグッサ社のＡＢＩＬ　Ｗａｘ９８００、ＡＢＩＬ　Ｗａｘ９８０
１、ＡＢＩＬ　Ｗａｘ９８１０Ｐ、ＡＢＩＬ　Ｗａｘ９８１４、ＡＢＩＬ　Ｗａｘ９８４
０等が挙げられる。
【００２４】
　シリコーン化合物としては、毛髪吸着性の点から、ジメチルシリコーン、ポリエーテル
変性シリコーンが好ましい。
【００２５】
　なお、上記シリコーン化合物は、上記シリコーン類を界面活性剤により乳化し、エマル
ション化したものも使用することができる。なお、このようなエマルションは、乳化剤や
乳化方法に特に制限はなく、種々の方法を用いることができる。
【００２６】
　シリコーン化合物の粘度は特に制限されるものではないが、通常、温度２５℃における
粘度が１～５００，０００，０００ｍｍ2／ｓ、好ましくは３０～２５０，０００，００
０ｍｍ2／ｓのものが好適に用いられる。
【００２７】
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　上記粘度は化粧品原料基準一般試験法粘度測定法第１法に準拠して測定した方法である
が、前記方法に於いて測定できない高粘度シリコーンの粘度は、１ｇ／１００ｍＬ濃度の
シリコーンのトルエン溶液を作製し、下記式（１）により比粘度ηｓｐ（２５℃）を求め
る。次に下記式（２）に示すＨｕｇｇｉｎｓの関係式に代入し、固有粘度〔η〕を求める
。Ｈｕｇｇｉｎｓ定数は中牟田、日化、７７　５８８［１９５６］に記載のものを用いる
。次に〔η〕を下記式（３）に示すＡ．Ｋｏｌｏｒｌｏｖの式に代入し、分子量Ｍを求め
る。最後に、Ｍを下記式（４）に示すＡ．Ｊ．Ｂａｒｒｙの式に代入し、シリコーンの粘
度ηを求める。
　ηｓｐ＝（η／η０）－１　ただしη０＝トルエンの粘度、η＝溶液の粘度　（１）
　ηｓｐ＝〔η〕＋Ｋ’〔η〕2　　　Ｋ’：Ｈｕｇｇｉｎｓの定数　　　　　 （２）
　〔η〕＝０．２１５×１０-4Ｍ0.65　　　Ｍ：分子量　　　　　　　　　　　（３）
　ｌｏｇη＝１．００＋０．０１２３Ｍ0.5　　　　　　　　　　　　　　　　 （４）
　上記η０、ηは化粧品原料基準一般試験法粘度測定法第１法に準拠して測定したもので
ある。
【００２８】
　シリコーン化合物は１種単独で又は２種以上を適宜組み合わせて用いることができる。
シリコーン化合物の含有量は特に制限されないが、毛髪化粧料中０．００５～１０質量％
が好ましく、より好ましくは０．０１～８質量％、さらに好ましくは０．０５～５質量％
である。含有量が０．００５質量％未満だと、仕上がりの滑らかさが劣るおそれがあり、
１０質量％を超えるとべたつきが強くなる場合がある。
【００２９】
　有機酸としては、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸
、ステアリン酸、ベヘニン酸、イソパルミチン酸、イソノナン酸、イソオクタン酸、セバ
シン酸、アジピン酸、ネオペンタン酸、オレイン酸、オクタン酸、イソステアリン酸、エ
ルカ酸、エイコセン酸、ヒドロキシステアリン酸、リノール酸、イノシン酸、エライジン
酸、ペトロセリニン酸、リノレン酸、エレオステアリン酸、アラキン酸、ガドレイン酸、
エルシン酸、ブラシジン酸、ロジン酸、ヤシ油脂肪酸、ラノリン脂肪酸、ホホバ油脂肪酸
、（Ｃ１０－４０）分岐アルキル脂肪酸、パーフルオロ脂肪酸、キシレンスルホン酸、パ
ントテン酸、ドデシルベンゼンスルホン酸、ココアンホ酢酸、アルキルスルホン酸；没食
子酸、没食子酸－３，５ジグルコシド、没食子酸－３，４ジグルコシド、没食子酸メチル
－３，５ジグルコシド、没食子酸ブチル－３，５ジグルコシド、没食子酸－３，５ジマン
ノシド等の没食子酸及びその配糖体；エデト酸、ソルビン酸、サリチル酸、アクリル酸、
メタクリル酸、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸、ラウリルアミノプロピオン酸
、ココイルアミノプロピオン酸；グリコール酸、乳酸、リンゴ酸、クエン酸、酒石酸、マ
ンデル酸等のα－ヒドロキシ酸又はこれらの塩、ならびにこれらの工業的混合物である。
有機酸の中でも、没食子酸及びその配糖体、分子内に水酸基を有するα－ヒドロキシ酸が
好ましく、グリコール酸、乳酸、リンゴ酸、クエン酸、酒石酸、マンデル酸がさらに好ま
しい。
【００３０】
　有機酸の含有量は、毛髪化粧料中０．００１～１０質量％が好ましく、０．０１～５質
量％がより好ましい。０．０１質量％未満では、すすぎにより流れてしまい、毛髪への滞
留量が少なくなる場合があり、５質量％を超えると、乳化物の安定化を妨げる場合がある
。
【００３１】
　本発明の毛髪化粧料には、通常の毛髪化粧料に用いられている成分、例えば、アニオン
性界面活性剤、両性界面活性剤、半極性非イオン性界面活性剤、及びノニオン性界面活性
剤、（Ａ）及び（Ｂ）成分以外の多価アルコール、水溶性高分子化合物、（Ｄ）成分以外
の常温で固体又は液体の脂肪族誘導体化合物、保湿剤、防腐剤、酸化防止剤、キレート剤
、ｐＨ調整剤、香料、アルコール類、色素、紫外線吸収・散乱剤、ビタミン類、アミノ酸
類、水等を適宜必要に応じて適量配合することができ、１種単独で又は２種以上を適宜組
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み合わせて用いることができる。なお、毛髪化粧料に添加される任意成分は、前述のもの
に限定されるものではない。
【００３２】
　アニオン性界面活性剤としては、例えば、アルキルスルホン酸塩、アルキル硫酸塩、ア
シル化アミノ酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、アルキルベンゼンスル
ホン酸塩、Ｎ－アシル－Ｎ－メチルタウリン塩、α－オレフィンスルホン酸塩、高級（炭
素数１０～２４）脂肪酸エステルスルホン酸塩、アルキルエーテル酢酸塩、ポリオキシエ
チレンアルキルエーテル酢酸塩、脂肪酸石ケン、アルキルリン酸エステル塩、Ｎ－ラウロ
イルグルタミン酸塩、Ｎ－パルミトイルグルタミン酸塩、Ｎ－ラウロイル－Ｎ－エチルグ
リシン塩、Ｎ－ラウロイルザルコシン塩、Ｎ－ミリストイル－β－アラニン塩等が挙げら
れる。
【００３３】
　両性界面活性剤としては、アルキルベタイン系活性剤、アミドベタイン系活性剤、スル
ホベタイン系活性剤、ヒドロキシスルホベタイン系活性剤、アミドスルホベタイン系活性
剤、ホスホベタイン系活性剤、イミダゾリニウムベタイン系活性剤、アミノプロピオン酸
系活性剤、アミノ酸系活性剤等が挙げられる。より具体的には、例えば、Ｎ－デシルベタ
イン、セチルベタイン、ステアリルベタイン、ヤシ油アルキルベタイン、ヤシ油脂肪酸ア
ミドプロピルベタイン、ラウリン酸アミドプロピルベタイン、ラウリン酸アミドメチルベ
タイン、ミリスチン酸アミドメチルベタイン、パルミチン酸アミドメチルベタイン、ステ
アリン酸アミドメチルベタイン、ヤシ油脂肪酸ジメチルスルホプロピルベタイン、ステア
リルジメチルスルホプロピルベタイン、ヤシ油脂肪酸アミノメチルスルホプロピルベタイ
ン、ステアリルアミノメチルジメチルスルホプロピルベタイン、ミリスチルアミノメチル
ジメチルスルホプロピルベタイン、ラウリルアミノメチル－ビス－（２－ヒドロキシエチ
ル）－スルホプロピルベタイン、Ｎ－ラウロイル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ－
カルボキシメチルエチレンジアミン、Ｎ－ラウロイル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－
Ｎ’，Ｎ’－ビス（カルボキシエチル）エチレンジアミン、Ｎ－ラウロイル－Ｎ’－カル
ボキシメチル－Ｎ’－カルボキシメトキシエチルエチレンジアミン、Ｎ－ラウロイル－Ｎ
’－カルボキシエチル－Ｎ’－（２－ヒドロキシエチル）－エチレンジアミン、Ｎ－ラウ
ロイル－Ｎ’－カルボキシエトキシエチルエチレンジアミン、Ｎ－ラウロイル－Ｎ’－カ
ルボキシエチル－Ｎ’－カルボキシエトキシエチルエチレンジアミン、２－ヤシ油脂肪酸
アシル－Ｎ－カルボキシエチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、２－
アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン等が
挙げられる。
【００３４】
　中でも、ラウリン酸アミドプロピルベタイン、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、
ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン、ヤシ油脂肪酸ジメチルアミノ酢酸ベタイン、ラウ
リルヒドロキシスルホベタイン、２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシ
エチルイミダゾリニウムベタイン、ラウリルイミノジプロピオン酸、Ｎ－［３－アルキル
（１２，１４）オキシ－２－ヒドロキシプロピル］－Ｌ－アルギニン塩酸が好ましい。
【００３５】
　半極性非イオン性界面活性剤としては、アミンオキシドが挙げられ、具体的には、ラウ
リルジメチルアミンオキシド、ステアリルジメチルアミンオキシド、ラウリルジヒドロキ
シエチルアミンオキシド、ポリオキシエチレンラウリルジメチルアミンオキシド（酸化エ
チレンの平均付加数：３モル）等が好適である。
【００３６】
　ノニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリ
オキシエチレン脂肪酸モノエタノールアミド、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオ
キシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエ
チレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリコール、脂肪酸
モノエタノールアミド等が挙げられる。中でもポリエチレングリコールモノステアレート
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、モノラウリン酸デカグリセリル、ベヘニン酸モノグリセリル、ポリオキシエチレンラウ
リルエーテル、モノステアリ酸ポリエチレングリコール、ポリオキシエチレンラウリン酸
モノエタノールアミド、ポリオキシエチレンステアリルエーテル、ポリオキシエチレンベ
ヘニルエーテル、ポリオキシエチレン（１６０）ポリオキシプロピレン（３０）グリコー
ル等が好ましい。その他に、ヤシ油脂肪酸アルカノールアミド、ショ糖脂肪酸エステル、
アルキルグリコシド、アルキルグリセリルグリコシド、メチルグルコシド脂肪酸エステル
、脂肪酸モノエタノールアミド等が挙げられる。
【００３７】
　水溶性高分子化合物としては、官能基がジメチルジアリルアンモニウムハライドである
塩化ジメチルジアリルアンモニウムホモポリマー、塩化ジメチルジアリルアンモニウム・
アクリルアミド共重合体、塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド・アクリ
ル酸３元共重合体、塩化Ｏ－［２－ヒドロキシ－３－（トリメチルアンモニオ）プロピル
］ヒドロキシエチルセルロース、カチオン化グアーガム、カチオン化デキストラン、カチ
オン化プルラン、四級化ビニルピロリドン－アミノエチルメタクリレート共重合体、ポリ
エチレンイミン、ジプロピレントリアミン縮合物、アジピン酸ジメチル－アミノヒドロキ
シプロピルジエチルトリアミン共重合体、第四級窒素含有スターチ等の他、加水分解ケラ
チン、加水分解シルク、加水分解コラーゲン、加水分解小麦、カチオン化加水分解ケラチ
ン、カチオン化加水分解シルク、カチオン化加水分解コラーゲン、カチオン化加水分解小
麦、シリコーン化加水分解コラーゲン、シリコーン化加水分解シルクのタンパク加水分解
にカチオン基を導入したもの、アルギン酸ナトリウム、キサンタンガム、硅酸アルミニウ
ム、マルメロ種子抽出物、トラガントガム、デンプン等の天然高分子化合物、メチルセル
ロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、カルボキシメチ
ルセルロース、可溶性デンプン等の半合成高分子化合物、カルボキシビニルポリマー、ポ
リビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアクリル酸、メタクリロイルエチルベ
タイン・メタクリル酸エステル共重合体等の合成高分子化合物等が挙げられる。
【００３８】
　なお、上記水溶性高分子化合物はいずれもすすぎ性能、仕上がり性能は良いが、塩化ジ
メチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体、メタクリロイルエチルベタイン
・メタクリル酸エステル共重合体、塩化Ｏ－［２－ヒドロキシ－３－（トリメチルアンモ
ニオ）プロピル］ヒドロキシエチルセルロース、カチオン化グアーガム、ヒドロキシエチ
ルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース等が好適に用いられる。
【００３９】
　水溶性高分子化合物の含有量は特に制限されないが、毛髪化粧料中０．００１～１０質
量％が好ましく、０．００５～８質量％がより好ましい。さらに好ましくは０．０１～５
質量％である。この範囲で配合すると、特にすすぎ性、仕上がりのなめらかさも向上する
。水溶性高分子化合物は含有量が少なすぎても多すぎても、すすぎ性、仕上がりの滑らか
さが良くならない場合がある。
【００４０】
　（Ｄ）成分以外の常温で固体又は液体の脂肪族誘導体化合物としては、具体的には、メ
チルアルコール、エチルアルコール、プロピルアルコール、ブチルアルコール、アミルア
ルコール、ヘキシルアルコール、ヘプチルアルコール、オクチルアルコール、ノニルアル
コール、デシルアルコール、ウンデシルアルコール、ドデシルアルコール、トリデシルア
ルコール、イソプロピルアルコール、ｔ－ブチルアルコール、イソブチルアルコール、乳
酸ミリスチル、乳酸イソステアリル、カプリル酸ヤシ油アルキル、カプリン酸ヤシ油アル
キル、ラウリン酸ヘキシル、ラウリン酸ヘキシルデシル、ミリスチン酸イソプロピル、ミ
リスチン酸ブチル、ミリスチン酸ミリスチル、ミリスチン酸イソセチル、ミリスチン酸オ
クチルドデシル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸オクチル、パルミチン酸セチ
ル、パルミチン酸イソステアリル、ステアリン酸イソプロピル、ステアリン酸ブチル、ス
テアリン酸オクチル、ステアリン酸イソセチル、ステアリン酸コレステリル、ステアリン
酸フィトステリル、イソノナン酸イソノニル、イソノナン酸イソトリデシル、イソノナン
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酸セトステアリル、イソオクタン酸セチル、セバシン酸ジエチル、アジピン酸ジイソプロ
ピル、セバシン酸ジイソプロピル、ネオペンタン酸オクチルドデシル、オレイン酸エチル
、オレイン酸デシル、オレイン酸オレイル、オレイン酸コレステリル、オクタン酸イソセ
チル、イソステアリン酸イソプロピル、イソステアリン酸イソセチル、イソステアリン酸
イソステアリル、イソステアリン酸フィトステリル、エルカ酸オレイル、エルカ酸オクチ
ルドデシル、エイコセン酸カプリリル、ヒドロキシステアリン酸オクチル、リノール酸エ
チル、リノール酸イソプロピル、トリオクタノイン、トリオクタン酸トリメチロールプロ
パン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、ラノリン脂肪酸オクチルドデシル
、プロピレングリコール脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレ
ングリセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタ
ン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン
ヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンステロール、ポリオキ
シエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテ
ル、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルアミン
、ポリオキシエチレンアルキル脂肪酸アミド、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、
ラノリンアルコール、ホホバ油エステル、ヤシ油、ヒマシ油、カカオ油、硬化パーム油、
木ロウ、ホホバ油、油茶油、ひまわり油、小麦胚芽油、月見草油、カレンデュラ油、グレ
ープシード油、ココナッツ油、ローズヒップ油、セントジョーンズワート油、リノール油
、ボリジ油、アーモンド油、紅花油、メドウフォーム油、シア脂、アボガド油、キャロッ
ト油、杏仁油、ククイナッツ油、スイートアーモンド油、トウモロコシ胚芽油、ミンク油
、卵黄油、ミツロウ、鯨ロウ、ラノリン、水添ラノリン、カルナウバロウ、キャンデリラ
ロウ、流動パラフィン、スクワラン、マイクロクリスタリンワックス、セレシンワックス
、パラフィンワックス、ワセリン、グリセロールトリ－２－エチルヘキサン酸エステル、
２－エチルヘキシルステアレート、オレイン酸オクチルドデシル、コレステロールオレー
ト及びそれらの工業的混合物である。混合物の例としては、エルデュウＣＬ２０２、ＣＬ
３０１、ＰＳ２０３、ＰＳ３０４（以上、味の素社製）等が挙げられる。この中でも、エ
チルアルコール、プロピルアルコール、ブチルアルコール、アミルアルコール、ヘキシル
アルコール、イソプロピルアルコール、ラウリン酸ヘキシル、ミリスチン酸イソプロピル
、ミリスチン酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸オクチル、
オレイン酸エチル、オレイン酸デシル、オレイン酸オレイル、イソステアリン酸イソプロ
ピル、イソステアリン酸イソセチル、イソステアリン酸イソステアリル、エルカ酸オレイ
ル、エルカ酸オクチルドデシル、エイコセン酸カプリリル、ホホバ油等の液状エステル油
が、カチオン界面活性剤や、その他油剤との相溶性の点から好ましい。
【００４１】
　常温で固体又は液体の脂肪族誘導体化合物の含有量は、毛髪化粧料中０．０１～２０質
量％が好ましく、０．０５～１０質量％がより好ましい。０．０１質量％未満では、すす
ぎにより流れてしまい、毛髪への滞留量が少なくなる場合があり、２０質量％を超えると
、乳化物の安定化を妨げる場合がある。
【００４２】
　保湿剤としては、ジエチレングリコールモノアルキルエーテル、硬化ヒマシ油（３０Ｅ
．Ｏ．）等が挙げられる。
【００４３】
　酸化防止剤としては、ジブチルヒドロキシトルエン、ブチルヒドロキシアニソール、ア
スコルビン酸等が挙げられる。
【００４４】
　キレート剤としては、エデト酸二ナトリウム、エチレンジアミン四酢酸塩、ヘキサメタ
リン酸塩、グルコン酸等が挙げられる。
【００４５】
　ｐＨ調整剤としては、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、コハク酸、トリエタノール
アミン、アンモニア水、トリイソプロパノールアミン、リン酸等が挙げられる。
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【００４６】
　紫外線吸収・散乱剤としては、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、オクチ
ルジメチルパラアミノベンゾエート、エチルヘキシルパラメトキシサイナメート、酸化チ
タン、カオリン、タルク等が挙げられる。
【００４７】
　ビタミン類としては、ビタミンＡ、ビタミンＢ群、ビタミンＣ、ビタミンＤ、ビタミン
Ｅ、ビタミンＦ、ビタミンＫ、ビタミンＰ、ビタミンＵ、カルニチン、フェルラ酸、γ－
オリザノール、α－リポ酸、オロット酸、及びその誘導体等が挙げられる。
【００４８】
　アミノ酸類としては、グリシン、アラニン、バリン、ロイシン、イソロイシン、フェニ
ルアラニン、トリプトファン、シスチン、システイン、メチオニン、プロリン、ヒドロキ
シプロリン、アスパラギン酸、グルタミン酸、アルギニン、ヒスチジン、リジン及びその
誘導体等を例示することができる。
【００４９】
　本発明の毛髪化粧料に使用される香料、香料組成物は特に限定されないが、例えば、特
開２００６－６３０４４号公報［表５］～［表１０］に記載された香料Ａ、香料Ｂ、香料
Ｃ、香料Ｄ等が挙げられる。本発明の毛髪化粧料にはかかる香料組成物が、毛髪化粧料全
量に対して０．００５～４０質量％配合され得るが、好ましくは０．０１～１０質量％配
合される。
【００５０】
　本発明の毛髪化粧料は、上記効果以外に優れた防腐効果を有するものである。特に、細
菌（菌種：Ｃａｓｅｏｂａｃｔｅｒ　Ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｏｕｓ　カセオバクターポリモ
ルファス　ＲＴ－１８）に対する抗菌効果を有するものである。このような効果を有する
ことから、本発明の毛髪化粧料はパラベン、安息香酸塩等の防腐剤無配合の組成にするこ
とができる。さらに、パラベン、安息香酸塩等に対して、敏感肌の人は刺激を感じる場合
があることから、防腐剤無配合とすることで、刺激を少なくすることができ、防腐剤無配
合の毛髪化粧料は敏感肌用としても好適である。
【００５１】
　本発明の毛髪化粧料は、例えば、液状、クリーム状、フォーム状、スプレー状、ジェル
状、粉末状、固形状等の多くの製品形態で広く利用でき、一般の毛髪化粧料に限定される
ものではなく、医薬部外品を包含するものである。毛髪化粧料としては、シャンプー、リ
ンス、コンディショナー、トリートメント、ヘアカラー、洗い流すタイプのトリートメン
ト、洗い流さないタイプのトリートメント、フォーム剤等の整髪剤等が挙げられ、この中
でも、リンス、コンディショナー、トリートメントが好ましい。本発明の毛髪化粧料は、
各剤型の常法に基づき調製することができる。例えば、（Ａ）～（Ｄ）成分、任意成分及
び水(残部)を混合することによって調製でき、任意の容器に充填することができる。
【００５２】
　本発明の毛髪化粧料の粘度は、乳化安定性が保てれば特に制限を受けないが、２５℃で
５００～２５，０００ｍＰａ・ｓが好ましく、より好ましくは１,０００～２０，０００
ｍＰａ・ｓが好ましい。５００ｍＰａ・ｓ未満では、乳化粒子の分散安定性が悪くなるこ
とがあり、２５，０００ｍＰａ・ｓを超えると、容器からの排出性が悪く使用性に劣るこ
とがある。上記粘度は化粧品原料基準一般試験法粘度測定法第２法に準拠して測定した方
法である。
【００５３】
　本発明の毛髪化粧料の容器としては、アルミニウムラミネートチューブ、ＥＶＡＬチュ
ーブ、アルミチューブ、ガラス蒸着プラスチックチューブ等のチューブの他、機械的又は
差圧によるディスペンサー容器及びスクイーズ容器、ラミネートフィルム容器、スポイト
容器、スティック容器、ボトル容器等が挙げられる。アルミニウムラミネートチューブの
ラミネートフィルムは、通常２層以上の多層を有し、その材質はポリエチレン、ポリエチ
レンテレフタレート、ポリエステル、二軸延伸ポリプロピレン、無延伸ポリプロピレン、
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ポリアクリロニトリル、エチレン酢酸ビニル共重合体等の合成樹脂、紙、アルミ蒸着プラ
スチック等によって構成される。強度、柔軟性、耐候性等を考慮し、一般的には２～５層
のものを用いる。ボトルの材質としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレン
テレフタレート、ポリスチレン、ポリ塩化ビニル、エチレン－ビニルアルコール樹脂、ア
クリロニトリル・スチレン樹脂、ＡＢＳ樹脂、ポリアミド等及びガラス等を単層ないし２
層以上組み合わせて用いることができる。
【実施例】
【００５４】
　以下、実施例及び比較例を示し、本発明を具体的に説明するが、本発明は下記の実施例
に制限されるものではない。なお、下記の例において特に明記のない場合は、組成の「％
」は質量％、比率は質量比を示す。
【００５５】
　　［実施例１～２２、比較例１～１１］
　表１～５に示す組成の毛髪化粧料を常法に基づいて調製し、下記評価を行った。結果を
表中に併記する。
【００５６】
（１）塗布時の伸ばしやすさ
　長さがショート～セミロングの髪の女性１０が、毛髪化粧料を１０日間使用し、下記評
点に基づいて、毛髪に塗布する際の毛髪化粧料伸ばしやすさを評価した。結果を１０名の
合計点から、下記評価基準で表した。
［評点］
＋２点：非常によい
＋１点：やや良い
－１点：やや悪い
－２点：非常に悪い
【００５７】
［評価基準］
◎：合計点が１５点以上
○：合計点が８～１４点
△：合計点が－４～７点
×：合計点が－５点以下
【００５８】
（２）高温及び低温安定性
　毛髪化粧料２００ｍＬを、ポリエチレン製ボトル（２２０ｍＬ、口径：４ｍｍ）に充填
し、５０℃の恒温室、－５℃の恒温室にて１ヶ月間保存後、２２～２７℃の環境下に３日
間放置した。その後、室温下で、ボトルを真下に向け、ボトルを押しながら毛髪化粧料約
１０ｇを手のひらに排出させ、ボトル排出性を確認した。結果を下記評価基準に基づいて
示す。
【００５９】
［評価基準］
◎：ボトルからの排出性が良好であった。
○：ボトルからの排出性がやや悪くなったが、使用上問題がなかった。
△：ボトルからの排出性が悪くなった。
×：ボトルからの排出性が非常に悪くなり、使用できなかった。
【００６０】
（３）防腐力
　Ｃａｓｅｏｂａｃｔｅｒ　Ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｏｕｓ　ＲＴ－１８に対する防腐効果
　細菌（菌種：Ｃａｓｅｏｂａｃｔｅｒ　Ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｏｕｓ　カセオバクターポ
リモルファス　ＲＴ－１８）を、凍結保護剤入りの滅菌生理食塩水で１０8～１０9ｃｆｕ
／ｍＬに調整し、懸濁液を得て、これを細菌用供試菌液とした。
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　毛髪化粧料２０ｇ中に前記細菌用供試菌液を０．２ｍＬ添加し、十分に混合して、評価
用混合液を調製した後、２０℃で暗所に保存した。
　次に、第１４改正日本薬局方　微生物限度試験法の生菌数試験に従い、保存１日後、４
日後、７日後、１４日後、及び２８日後に、前記評価用混合液から１ｇを無菌的に採取し
、ソイビーン・カゼイン・ダイジェスト・レシチン・ポリソルベート８０液体培地９ｍＬ
にそれぞれ希釈混合した。希釈混合して得た液１ｍＬをそれぞれシャーレに取り、ソイビ
ーン・カゼイン・ダイジェスト・レシチン・ポリソルベート８０寒天培地で混釈して試料
とした。前記試料を３０℃で４日間培養し、前記試料中の生残菌数を毎日測定し、添加し
た細菌が検出限界以下（１０個／ｇ以下）になるまでの日数に基づき、前記液体防腐組成
物の防腐効果を下記基準により評価した。
【００６１】
［評価基準］
◎：１日以内に検出限界以下（１０個／ｇ以下）となり、添加した菌の死滅が認められた
。
○：２～４日以内に検出限界以下（１０個／ｇ以下）となり、添加した菌の死滅が認めら
れた。
△：５～１４日以内に検出限界以下（１０個／ｇ以下）となり、添加した菌の死滅が認め
られた。
×：検出限界以下（１０個／ｇ以下）となるのに１４日以上かかるか、又は添加した菌の
死滅が認められない。
【００６２】

【表１】

【００６３】
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【表２】

【００６４】
【表３】

【００６５】
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【表４】

【００６６】
【表５】

【００６７】
　下記毛髪化粧料を調製した。実施例と同様の評価を行った。結果を表６に示す。
【００６８】
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　　［実施例２３］
　下記組成のヘアリンスを製造した。
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
１，２－ペンタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
ヘキシレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
マンニトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
アラキルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
ジメチルシリコーン１０００万ｍｍ2／ｓ 　　　　　　　　　　　　　　１．０
ジメチルシリコーン４００万ｍｍ2／ｓ 　　　　　　　　　　　　　　　１．０
ジメチルシリコーン１０万ｍｍ2／ｓ 　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
アモジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ジグルコシル没食子酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
ジイソステアリン酸ジグリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
リン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
香料Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６９】
　　［実施例２４］
　下記組成のヘアリンスを製造した。
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
アラキルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
ジメチルシリコーン１０００万ｍｍ2／ｓ 　　　　　　　　　　　　　　１．０
ジメチルシリコーン４００万ｍｍ2／ｓ 　　　　　　　　　　　　　　　１．０
ジメチルシリコーン１０万ｍｍ2／ｓ 　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
アモジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ジグルコシル没食子酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
ピロクトンオラミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
酢酸ビニル・ビニルピロリドン共重合体　　　　　　　　　　　　　　　０．５
リン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
香料Ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００７０】
　　［実施例２５］
下記組成のヘアコンディショナーを製造した。
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組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
マンニトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
アラキルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
ジメチルシリコーン１０００万ｍｍ2／ｓ 　　　　　　　　　　　　　　１．０
ジメチルシリコーン４００万ｍｍ2／ｓ 　　　　　　　　　　　　　　　１．０
ジメチルシリコーン１０００ｍｍ2／ｓ 　　　　　　　　　　　　　　　１．０
トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリン　　　　　　　　　　　　　１．０
ピロクトンオラミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
グリチルリチン酸ジカリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ポリグリセリン（平均重合度１０）　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
ラフィノース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２
Ｌ－アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ポリオキシエチレン（１０）ベヘニルエーテル　　　　　　　　　　　　０．５
アモジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
植物性スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
リン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００７１】
　　［実施例２６］
下記組成のヘアコンディショナーを製造した。
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
１，２－ペンタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
アラキルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
ジメチルシリコーン１０００万ｍｍ2／ｓ 　　　　　　　　　　　　　　１．０
ジメチルシリコーン４００万ｍｍ2／ｓ 　　　　　　　　　　　　　　　１．０
ジメチルシリコーン１０００ｍｍ2／ｓ 　　　　　　　　　　　　　　　１．０
ピロクトンオラミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
グリチルリチン酸ジカリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ポリグリセリン（平均重合度１０）　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
ラフィノース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２
Ｌ－アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ポリオキシエチレン（１０）ベヘニルエーテル　　　　　　　　　　　　０．５
ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
アモジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
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流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
グリコール酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
香料Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００７２】
【表６】

【００７３】
　実施例及び比較例で使用した主な原料を下記に示す。
【００７４】
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